
地域と大学の連携および学生の協働に関する考察  

～「学生維新 2009」「水仙ランド再生プロジェクト」の活動経験を通して～ 
 

福井工業大学  正会員 ○内村 雄二  
 
１．研究目的・方法                            

表１ 活動の流れ  近年のまちづくり計画などでは、行政と市民の協働が

重要であるが、とりわけ学生が市民として参加するケ

ースが増えてきている(1)。本研究は、標記に示す２つの

活動経験を通して、地域での連携や協働のあり方につ

いて考察するとともに、当該研究分野における今後の

研究課題を抽出することを目的とする（図 1参照）。 

日程・2009 活動内容 
4/28 
プレ 
ミーティング 

・企画趣旨、スケジュール等説明、自己紹介、
教員紹介と『まちなかへの想い』、参画意思
の確認など。 

5/12・5/19 
グルーピング 

・各大学の活動紹介、５人程度の無作為なグ
ループに分かれて「事前課題の抽出（街の問
題点など）」を検討した。 
・抽出テーマは「新・仮設空間」「新・AOSSA」
「新・足羽川」「新・商店街」「新・夜の街」
「新・イベント」の６つとした(5)。 

6/9 
ＷＳ 

・ＷＳの後半には全体で各グループの進行状
況報告を行った。同時に広報活動を開始（ポ
スター、チラシ配布、メディアへのニュー
ス・リリースなど）。 

6/23 
ＷＳ 

・ＷＳの後半に各グループの内部プレゼンを
行った。駅前商店街の方も参加していた。 

6/26 
メディアＰＲ 

・福井テレビ『座・タイムリーふくい』に全
メンバーが招かれ、テレビ出演した。 

6/27 
発表 

・西武ビルの 2F 公開広場にて最終プレゼン
を開催した。市長も参加していて、地元メデ
ィア（福井放送、福井テレビ、福井新聞社）
も取り上げてくれ、成功裡に終わった。 

 

 

 

 

 

 
表２ 提案概要  

テーマ 概要 

新・AOSSA 
・まちなかで日本海の雄大さを感じることが
できるように、既存の吹抜け空間を活用して
巨大な水槽を設置し、空間的に水族館的な利
用を図る。 

新・商店街 
・福井の緑豊かな自然を都市部にも享受させ
て、自然の中にある商店街というコンセプト
を設置し、新しい商店街を創り出すという提
案をした。 

新・夜の街 
・夜の中心市街地で遊びたいというコンセプ
トから、夜限定で県庁に福井城を映し出して
城下町を復活させ、1950 年代のサブカルチャ
ーを取り入れた『新・福井城下町』をつくる。

新・イベント 

・駅前では数多くのイベントがあるが、学生
らしいイベントが見られない。そこで駅前に
４大学合同のキャンパスを作り、大学の講義
などを体験してもらいながら駅前に対する愛
着を深めてもらう。 

新・仮設空間 

・いつも見ている福井のまちの風景を変える
ことはできないだろうか。現れては消えるシ
ャボン玉を空間形成の素材として『シャボン
玉＋あつまる＝広場』『シャボン玉＋やすむ
＝休憩所』などの５つのコンセプトにより、
特徴ある空間を作り出す。 

新・足羽川 
・今、福井のまちには潤いやゆとりがない。
そんな現状を見て『まちにしみこむ』という
コンセプトで、まちなかに足羽川やお堀の水
の潤いを呼び込もうとした。 

 
図１ 研究フローチャート 

２．活動経験(ケーススタディー) 
２－１ 学生維新 2009 
(1)目的および学生による協働研究と提言（表 1、２参照） 
福井県内４大学(2)のそれぞれの特性と専門力を活か

し、福井市の要請(3)を受け、中心市街地におけるまちづ

くりに対しての学生による協働研究と提言を行うこと

を目的とする。表１のように４月から６月までの間に

学生が主体となった WS(4)を行い、各大学教員の指導の

もとに「福井のまちなか活性化策」を検討し、研究成

果を「学生維新 2009」として発表した。 

２－２ 水仙ランド再生プロジェクト 
(1)目的および各研究室の構想概要（表 3、4 参照） 表３ 活動の流れ 

日程・2009 活動内容 
6/2・6/9 
準備会 

・まちなか研究室(3)で研究室の協議会を開
く。（その後、各研究室で現地視察を行った。）

8/6 
懇親会 

・越前町長を迎えて、地域の住民と地元の団
体メンバーなど約 70 名とプロジェクト事業
のメンバーが集まって交流した。 

9/4 
プレ 
ミーティング 

・企画趣旨、スケジュール等の確認を行い、
構想にあたって各セクションに分かれてＷ
Ｓを行い、その内容から共通キーワードを抽
出した。キーコンセプトは「自然」「岬」「水
仙」「音楽」「シンボル」とした。 

以後各ＷＳ (各研究室でＷＳを行い、計画案を作成した。)
10/1 
中間報告会 

・越前町舎にて各研究室の計画案の進捗状況
の報告を行った。 

以後各ＷＳ (引き続きＷＳを行い、計画案を作成した。)
11/3 
最終報告会 

・越前分館ホールにて地域住民を迎えての各
計画案の報告会を開催することができた。 

 水仙ランドは、越前町に位置する観光施設である。

現在の水仙ランドは、入園者数が減少するとともに、

季節による観光入込み客数の偏りが顕在化し衰退傾向

にある。本プロジェクトは、そのような傾向にある水

仙ランドを通年型の魅力ある施設として再生させるた

めに立ち上がった。学生維新 2009 の成果を越前町に評

価されたことを契機に、4大学 1高専の７研究室の連携

による、再生プロジェクト構想の提案が求められた。 

 キーワード 大学と地域連携，学生協働と住民参加，ＰＩ（パブリックインボルブメント） 

 連絡先   〒910-8505 福井市学園 3-6-1 福井工業大学 工学部土木環境工学科 ＴＥＬ077-629-2453 
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表４ 各研究室の研究案 ３．他事例研究の整理 
  表５は前述した梗概集(1)より、大学や学生のまち

づくり協働等の４事例を示したものである。これ

らから、協働のあり方には二つのパターンがみら

れる。まず、まちづくりの対象が明確に決定して

おりその提案を求められ計画事業に反映する直接

的関与、また調査・研究、広範なまちづくりのイ

ベント等コンセプトやテーマを抽出し、今後のま

ちづくりに対して提言を行う間接的関与がある。

水仙ランド再生プロジェクトは直接的関与に、学

生維新 2009 は間接的関与に該当するものと考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．考察  
  本活動経験を通して、次のような点が知見として

得られた。①連携・協働の意義は、提案する側の

学生・研究室、それを受け入れる住民・行政の計

画に対する機運を高めること、②様々な立場、考

え方をまとめる手法で、多様な案が創出できるこ

と（新たなＰＩとして）にある。また今後の研究

課題としては、①地域住民の意見をさらに十分取

り入れる方策を講じること、②複数の発案に対し

て、最終的な合意案に至る際の効率的な手法（Ｗ

Ｓ等）、策定環境の創意工夫などがあげられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
補注 

５．まとめ （１）2009 年度大会（東北）『学術講演梗概集 F-1 都市計画・
建築社会システム』（日本建築学会）の当該事例研究を見る
だけでも、約２０編以上の報告が見られた。 

大学と行政、地域住民との連携を構築し、学生が

まちづくりにおいて、協働する機会を双方から持

ち寄っていくことは、今後のまちづくりを支える

有効な要素ではあるが、そのためには、両者間を

つなぐ情報等媒介機能の拡充がより必要である。 

（２）４大学とは、福井大学、福井県立大学、仁愛大学、本学。 
（３）福井市のまちなか研究室事業という学生が旧生活倉庫跡

の１階空間を活用するための施策。 
（４）ＷＳ：ワークショップ（研究集会、体験型講座） 
（６） ＊：学生が直接関与したまちづくり活動 
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